
愛媛県議会復旧・復興支援対策本部第１回役員会の結果 

 

日  時 令和元年７月２日（火）午後１時 

場  所 農林水産・建設委員会室 

内  容 

〔黙とう〕 

 冒頭、平成 30年７月豪雨災害の発生から１年を迎えることから、災害で

犠牲となられた方々に追悼の意を表し、黙とうを捧げた。 

〔会長あいさつ〕 

昨年７月豪雨災害の発生以降、県議会では、被災された方々に寄り添った

支援を展開するため、正副議長のもと、平成 30年７月豪雨復興支援対策本

部を速やかに立ち上げ、被災地への視察や要望聴収を実施し、災害関連予算

の早期成立や国への要望活動等、県と密接に連携しながら、取り組んできた

ところ。今後とも被災地の復旧、復興にしっかりと取り組んでまいりたい。 

〔平成 30年７月豪雨災害対応検証報告書の骨子説明〕 

 県民環境部防災局長から、県災害対策本部の機能強化など、今後の地域防

災力の向上に係る取組みについて説明を受けた。 

〔意見交換〕 

 災害発生から１年が経過する中で、被災地域が抱える課題の変化に対応

した支援が必要であることや、豪雨が続く九州地方において大きな被害が

発生した場合は、見舞金の支出等を速やかに検討することなど、活発に意見

交換が行われた。 

〔今年度の取組み〕 

 ７月 22日～23日に、常任委員会にて豪雨災害の被災地を訪問し、各議員

が現場の状況や意見を把握することとした。 

 

 


